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Abstract

Thepurposeofthisstudywastoinvestigateusingtextminingtoevaluationofstudents'clinicalnutrition

practicaltraining.Becausethestandardforthetrainingevaluationofthestudentisnotclear,itisdi伍cultto

judgewhetheranaimofthetrainingwasaccomplished・Iperformedaquestionnaireofthefreeanswer-style

toastudentaftertraining.Then,IusedChasen(WinCha2000)oftheKH-Codasoftwaretodothemorphological

analysisofalldocumentsobtainedfromthequestionnaire.Aresult,thestudentlistedthewordsthatreflected

traininginadocumentaftertraining,andIwasthoughttohavebeenabletoevaluateitqualitativelyusingtext

mininganalysisbyadocument.

要旨

臨地実習では施設による指導内容も様々であり、実習評価基準も不明瞭な現状である。このため臨床栄養学臨

地実習の目標が達成されているかどうかを評価するのは難しいと思われる。そこで臨地実習後の学生に自由回答

式（自由記述）アンケートを用いて「実習で気づいたこと」のレポートを提出させ、全文書をKH-Coderの茶茎

(WinCha2000)機能を用いて形態素解析を行うテキストマイニングを行った。結果、学生の臨地実習後のレポート

は実習内容を反映した感想文を記載しており、テキストマイニング分析法を用いることにより質的に実習評価を

行うことが可能と思われた。

1．緒言

平成14年4月の栄養士法の改正以来、管理栄養士

養成課程のカリキュラムでは高度な専門的知識を持っ

た、質の高い管理栄養士を養成する事を目的として、

特に臨床栄養学分野の必要単位数が従来の単位数の2

倍に強化されている。これに伴い、管理栄養士課程に

おける臨地実習では、臨床栄養学分野の実務研修の充

実が必要であると考えられる。医療施設における管理

栄養士の業務内容では、傷病者個々の身体状況や栄養

状況に応じた専門的知識と、個別栄養指導などの医療

面接技術が必要とされている。しかし実習受け入れ先

である医療施設においては、多忙となった管理栄養士

業務の中で実習生への充実した実務研修には、施設に

よる指導内容が様々であり実習評価基準も不明瞭な現

状である。このため臨床栄養学臨地実習の目標である

｢傷病者の病態や栄養状態に基づいた適正な栄養管理

を行う」という観点から、目標が達成されているかど

うかを評価するのは困難と考えられる。

一般的にアンケート調査は選択肢法と自由回答（自

由記述）式に大別され、自由回答（自由記述）式は回

答者の生の声を引き出すことが可能であったと報告さ

れている1)。また、定型化されていない文章の集まり

を自然言語解析の手法を使って単語やフレーズに分解

し、それらの出現頻度や相関関係を分析することによ

り実習前の学生の真相心理を分析した結果から2)、テ

キストマイニングの手法を用いて分析することで自由

回答（自由記述）式から得られた実習生の声を数量化

することが可能になると考えた。テキストマイニング

はデータマイニングの一種であり、言語データを数量

化し計量的に分析することができる。テキストマイニ

ングの手法は、主にマーケティングにおいて活用され

ており、情報の中から消費者のニーズを抽出し企業活

動の改善に利用されている。また、福祉・看護を含め

た医療分野でも注目され、患者の生の声をテキストに

起こして分析することで、‘患者の気持ちに沿った医療

の提供に応用されている3)。そこで臨地実習後の学生
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に自由回答（自由記述)式で提出させた感想文を、テ

キストマイニングの手法を用いて記述内容を形態素解

析し、学生が臨地実習を通してどのように実習目標を

受け止めたのかを把握することにより、実習目標の達

成度の評価を行った。

地・校外実習の実際一改正栄養士法の施行にあたって

－｣4)の臨床栄養学の臨地実習達成目標から､コーディ

ングルール・ファイルを作成し定義コードとした（表

1)。このコーディングルール・ファイルは12の目標

表1実習達成目標と定義されたコード
表1実習遠成目標と定鶴されたコード八.卿日別臨峨･腕外質粁の今え方

1．毎A■■や

2．方法

2-1対象

2週間の病院における臨床栄養学臨地実習を終了1

週間後の、S女子大学健康栄養学科管理栄養専攻の3

年次および、4年次学生を対象とした。事前に書面に

て研究についての同意説明を行い、データの使用に関

しては個人情報の漏洩のないこと、調査の結果、同意

の有無により成績に影響はないことの説明を行った。

研究目的を理解し同意の得られた、管理栄養士課程3

年生49名と4年生3名の計52名を対象として、自由

回答（自由記述)式アンケートを用いた「実習で気づ

いたこと」の感想文のレポートを提出させた。このう

ち、レポートの内容が「気づいたこと」の感想文では

なく、実習内容についての報告のみを記述した2名を

除く、50名のレポート文書を解析対象とした。

1.華同検■が不良の忠向がらい

Z患日にとって食事吃大切である

ユ食事に肺ろ勾え方やBじ〃がら師多嘩であ

4-予定外や子息外に帥雄する必面性がある

&艮直にむげるぜ麺匁日上の大切さ

a人碗から迅茂までの痢状や鋲昌伏Eの変化

ｱ医匝現邸芸加ける栄側管用
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に加えて､臨床栄養学臨地実習の教育目標ではないが、

出現頻度の高い「入院時食事療養」に関わる構成要素

についても、コーディングルール・ファイルを作成し

た（表2)。合計で13のコーディングルール・ファイ

表2コーディングルール・ファイルの定義
1．乗健状鱈が不良の忠君が多い

栄典and思いorわるいor不良orよくないor良くない

2.患者にとって食事は大切である

食事or食8,,．思いやりorおもいやりor大切。r大切さ｡「、要。r必要
3.食事に対する芽え方や感じ方が多穂多繊である

食事⑥r食べる⑥r献立。r食and多樋or多撮or樺々。『同なるorたくさんor多く
4.予定外や予想外に対応する必要性がある

必要〔》r対晦紛n．予定外or予定外or個々

5.医療に軸ける儒瑠栄典士の大切さ

医療or蛎院md儒現栄焚士⑪r栄錠士or貯嘩栄典士さん。r栄養士さん
6.入院から迦院主での病状や栄養状睦の変化

栄健個n．入院。r退院Cl･嫡状or変化

7.医蝋現切における栄典仔理

厩鞭and余興or栄艮蒋理”踏尿or血糖or計閏or鯛棟。r検壷⑥r役翻or薬

8.栄典食事揃卿

栄典食事術抑or食事桁導or栄鍵桁導or桁導or鯖限窮揃卿or栄典相険or梱践
9．･チームⅨ腹と画鮪鯛の連慎

チームorチームⅨ噸orNSTorラウンドor回診orカンファレンスor共有or連撹
。､d回随orロ膚or医聞⑥r纂剤鰯orスタッフ

10,栄隻酔優と判定

栄貫輯n．岬伍or測定or栄焚愉偲orアセスメントorスクリーニング

11.疾患やライフステージ別の栄餐r理

ライフスワ･一ジor高齢。r嘆下⑥r御篭

12.乗賃肺門窺傭の全体像

栄使猶陶or栄典科。r栄鍵隈or栄錠管理窓or蔑務。r献立

13,入院岬食事蝋健

馴脚o『醐踊⑥r鈴食or食品or摂取or常食or系洗い｡『臓生

2-2分析方法

感想文の全文書はデータ化を行い、カテゴリ化に必

要な形態素の選択と定義のカテゴリ化を行った。テキ

ストマイニングにはKH-Coderの茶茎(WinCha2000)

機能を用いて、形態素解析を行い頻出語の抽出を行っ

た。次に、品詞による語の選択(名詞、サ変名詞、形

容動詞、固有名詞、未知語、タグ、形容詞、副詞、名

詞C)を行い、これらの語についてのみ解析を行った。

さらに、キーワードとして抽出すべきものについては

KH-Coderのコンコーダンス機能を用いて、頻出して

いる特徴的な単語を強制抽出する語として設定した。

強制抽出語は、未知語として認識される可能性の高い

｢NST」「QOL｣、「管理栄養士」「栄養指導」の4個と

した。

次に出現頻度30以上の単語で対応分析を行い、構

成要素変数の成分スコアを布置図で示すとともに、得

られた成分スコアからクラスター分析を行った。各ク

ラスターの特徴から、実習で気づいた内容について実

習生がどのような概念をもっているかを導き出した。

さらに臨床栄養学臨地実習の、教育目標を特徴づけ

ると考えられるコードを作成した。これには、（社）

日本栄養士会．（社）全国栄養士養成施設協会編「臨

ルを定義し、コード出現率を算出して実習目標の達成

を確認した。

3．結果

総抽出語数および平均文字数を表3に示した。総

表3総抽出語数および平均文字数

|文総噛数J駕完雪 I学生数’（人）
１
１ ’24606!814.9±242.8I50

１
１
‐
Ｉ 718

抽出後は24606語(718文)、感想文の平均文字数は

814.9242.8字であった｡抽出語の出現頻度は､｢患者」

(構成要素数294)､｢学ぶ｣､「食事｣､｢栄養」の順であつ
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た。構成要素の出現頻度が30以上の構成要素は、全

部で68個が得られた（表4)。

さらに得られた出現頻度30以上の構成要素で対応

表4構成要素と栂成要素数（栂成要素出現30以上）

とが推測されるワードが示された。

教育目標を特徴づけると考えられるコーティング・

ルールファイルの定義コードは、「患者にとって食事

は大切である｣、『食事に対する考え方や感じ方が多種

多様である｣、「医療現場における栄養管劉のコード

出現率が90％以上を示し実習目標が高く達成されたこ

とを示した。これに対し「栄養状態が不良の患者が多

い｣、「栄養評価・判定の実体剥、「入院から退院まで

の病状や栄養状態の変化」といった、経時的な栄養管

理法の習得を表す概念については低値を示した(表6)o

4．考察

表6コード出現率の結果

分析を行ったところ、成分スコアから5つのクラス

ターが出現した。出現頻度30以上の単語による対応

分析の結果を、表5にクラスター別の構成要素で示し

た。このクラスタ一別の構成要素を布置図に示した特

表5出現頻度30以上の単語による対応分析の結果

クラスタ一別郷成要素

クラスタ－1：医槻加画の.E,画性

クラスタ－2：病院における管犀栄擬上の実際

（栄健食事揃弾と他魁随との連撹）

クラスタ－3：騨讃

クラスタ－4：チーム眠擦

（躍々な愉鯉や状鱈理解の砿彊性）

クラスタ－3：献立作成と治鞭食固唾

総抽出語数は24606語(718文)、感想文の平均文字

数は814.9±242.8字であった。

実習後の感想文で記述された文書から、出現頻度

30以上の構成要素は全部で68個が抽出された。抽出

された構成要素として「患者」の出現頻度が最も多く

構成要素数は294であった。以下「学ぶ｣､｢食事｣､｢栄

養」といった構成要素が高頻度にみられた。このこと

から学生が病院実習後の感想文からは、患者と接しな

がら栄養と食事に関する学びの場を体験できたことが

伺われた。

得られた出現頻度30以上の構成要素で対応分析を

行ったところ、成分スコアから5つのクラスターが出

現した。クラスタ一別構成要素の布置図に示した特徴

から、『医療知識の必要性（クラスタ－1)｣、「病院に

おける管理栄養士の実際（クラスタ－2)｣、『樗癒（ク

ラスタ－3)｣、「チーム医療（クラスタ－4)」の5つの

概念が引き出された。構成要素クラスタ－2が最も多

くの構成要素を含み､付置図の中央付近を示している。

導き出された構成要素からクラスタ－2は、栄養食事

指導などの栄養管理の実際を患者に行うために、病院

のスタッフと連携しながら業務を行ったことが推測さ

れた。次に構成要素数が多く頻出したクラスタ－5は、

徴から（図1)、『病院における管理栄養士の実際（クラ

スタ－2)」として、他職種との連携に関するものや、

栄養食事指導に関するワードを実習で学んだことを示

した。また、『チーム医療（クラスタ－4)」では、様々

な状態や情報を理解する事の重要性について学んだこ

マ
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図1出現頻度30以上の単語による対応分析の結果
クラスタ一別嫡成要素の布霞図
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コーディングルール・ファイルの定義 文書数 出現＊(%）

栄養状怒が不良の患者が多い 2 4

患者にとって食事は大切である 50 100

食事に対する考え方や感じ方が多種多繊である 49 98
垂＝“＝垂迩8個、－挫圭一手室海面‘且ゴー且曹垂垂

29 58

医療における管理栄義士の大切さ 45 86

入院から退院までの病状や栄餐状態の変化 19 38

医躍現埋における栄餐管理 45 90

栄養食u龍導 40 80

チーム医蝋と職種間の連携 “ 88

栄餐評価と判定 11 22

疾患やライフステージ別の栄養管理 21 42

栄養部門業務の全体像 26 52

入院時食事療餐 42 84

ケース数 50



食べることの大切さや献立作成および、調理業務に関

して実習できたことが伺われた。また、クラスタ－4

ではNST業務を経験して、様々な状態や情報を理解

する事の重要性について学んだことが推測される単語

が示された。

教育目標を特徴づけると考えられるコーティング・

ルールファイルの定義コードは、「患者にとって食事

は大切である」（出現率100%)、「食事に対する考え

方や感じ方が多種多様である」（出現率98％)、「医療

現場における栄養管理」（出現率90％）のコード出現

率が90％以上を示し実習目標が高く達成されたこと

を示した。特に病院での食事が患者にとって大切であ

るという認識は全文書で記載が見られたため、給食管

理に関する教育内容が病院施設において全実習生で体

験する事ができたと思われた。これに対し「栄養状態

が不良の患者が多い｣（出現率4％)､『栄養評価と判定』

(出現率22％)、『入院から退院までの病状や栄養状態

の変化』（出現率38％）といった、経時的な栄養管理

法の習得を表す概念については低値を示した。これら

の低値を示したコード出現率の結果は、病院における

他職種の実習期間と比較して、管理栄養士の臨地実習

期間が短期間であることが原因の一つと考えられた。

入院時の血清アルブミン値が3.0g/dl未満の患者の平

均在院日数は47.1日であり、3.5g/dl以上のアルブミ

ン値をもつ患者群より有意に在院日数の延長が見られ

たという報告5)から、低栄養患者の多くは長期入院患

者に多く見られ、長期にわたる経過観察が必要なケー

スが多いと推測される。しかし実習生の実習期間は短

期間であるため、横断的な観察、研究のような同一の

対象者を一定期間継続的に追跡し、いくつかの時点で

変化を検討することは困難であると考えられた。

5．まとめ

今回、導き出された概念は、日本栄養士会・全国栄

養士養成施設協会編「臨地・校外実習の実際一改正栄

養士法の施行にあたって－」における重要項目と同一

概念の定義が申告されており、学生の実習後の感想文

が実習内容を反映したレポートを記載していることが

確認された。このためテキストマイニング分析法を用

いることにより、実習後レポートから質的に実習評価

を行うことは可能と思われた。しかし今回の評価から

は、短期間の実習時間の中では経時的な栄養管理の把

握は難しく、現状の教育目標のすべて達成することは

困難であることも示唆された。このことから、外部変

数として実習期間や実習内容の相違による実習目標の

達成度を評価することにより、より正確な評価を行う

ことが可能となるかどうか今後の検討課題としたい。

6．
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2．
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